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東京２０２０オリパラ大会会場周辺地域等において、
先端ロボット技術のショーケースを構築。

あらゆる空間でロボットが活躍し、高齢者や障害者、外国人も含めた

多様な者が、ストレスなく生活できる未来社会を目指しています。

ユニバーサル未来社会推進協議会について

illustrated  by TENJIN 1



ユニバーサル未来社会協議会会員

企業等 ５３社
パナソニック株式会社、株式会社Doog、日本電気株式会社（ＮＥＣ）、
イオンモール株式会社、株式会社ＺＭＰ、富士通株式会社、
ヤマハ株式会社、株式会社日刊工業新聞社 等

大学 東京都市大、武蔵野大、東京理科大、東京工芸大、立命館大、
大阪芸術大、山形大ソフトマターロボティクスコンソーシアム

公的機関 科学技術振興機構、日本学生支援機構、産業技術総合研究所

自治体 愛知県、茨城県、神奈川県、埼玉県、いわき市、千葉市、つくば市、
名古屋市、藤沢市、渋谷区

その他 一般社団法人日本ロボット工業会
ＮＰＯ法人あいちサポートセンター未来
ベイエリアおもてなしロボット研究会

芝浦工業大学、首都大学東京、都立産業技術研究センター、
産業技術大学院大学、産業技術総合研究所、東京海洋大学

令和３年６月時点において、７６企業／団体が会員として参加。
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日時 平成２９年１２月１日（金）１０時３０分～１２時００分

場所 東京ビッグサイト（国際ロボット展2017併催）

プログラム ① 東京2020大会組織委員会との連携

東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会より、
イノベーション創出に向けた施策を発表。
会場の内外関わらず一貫した「おもてなし」の提供を目指し、
協議会と連携しつつ、盛り上げていきたい旨を説明。

② 武蔵野大学の取組と台場・有明地域への期待
台場・有明地域で唯一キャンパスを有する大学の立場から、大学の
取組を発表し、2020年やそれ以降の台場・有明地域への期待を発表。

第７回（前回）ユニバーサル未来社会推進協議会の活動報告

平田英世 東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会イノベーション推進室室長／
テクノロジーサービス局次長西本照真 武蔵野大学 学長

登壇者（説明者）
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第７回（前回）ユニバーサル未来社会推進協議会の活動報告
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渋谷超福祉ワーキンググループ
（2016年～2020年 毎年開催）※2020年で終了

2020.09.02(Tue)→08(Mon)
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ユニバーサル未来社会推進協議会の役員

役 職 氏 名 肩 書

会 長 鈴木 寛 東京大学教授／慶應義塾大学教授

副会長 大日方 邦子 日本障害者スキー連盟理事／日本パラリンピアンズ協会

（PAJ）副会長／電通パブリックリレーションズ

副会長 川邊 健太郎 ヤフー株式会社代表取締役社長・社長執行役員
・最高執行責任者

副会長 杉山 将 理化学研究所革新知能統合研究センター センター長／
東京大学大学院新領域創成科学研究科教授

副会長 田中 浩也 慶應義塾大学SFC研究所所長・環境情報学部教授

副会長 為末 大 一般社団法人アスリートソサエティ代表理事／
元陸上競技選手

副会長 古田 貴之 千葉工業大学理事・未来ロボット技術研究センター所長

副会長 山中 俊治 東京大学教授

＜協議会顧問＞

室伏 広治 スポーツ庁長官／東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会理事
浅川 智恵子 日本科学未来館館長

6


